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※私立大学等改革総合支援事業様式にて 
様式３）中長期計画に対する自己評価（１ページ以内） ※計画策定から１年以上のプラットフォームのみ記入 

全体評価 Ｓ：当初の計画を超え、目標を上回る顕著な成果が得られている。 
Ａ：当初の計画を着実に実行してきており、目標に対し十分な成果が期待できる。 
Ｂ：当初の計画をほぼ実行できているが、一部に遅延、未達等の取組があり、目標の達成に継続した努力が求められる。 
Ｃ：当初の計画について半数以上の取組について未達であり、取組や目標に関して一定の見直しが必要である。 
Ｄ：当初の計画を大幅に下回っており、目標の達成見込みがないため、計画に関する抜本的な見直しが必要である。 

Ｂ 
評価理由  

 福島市産官学連携プラットフォームは、2018 年 9 月に協定を締結し約１年が経過した。本プラットフォームで展開する取組は１８の取組である。 
取組ごとに４つのプロジェクトチームを設け、2018 年 11 月に開催したプロジェクトチーム全体会議をキックオフとして、それぞれのプロジェクトチームが

担当する課題解決に向けての活動や課題を設定しての活動を行ってきた。 
本プラットフォーム設立後１年間の自己評価は、中長期計画に掲げた取組についてはほぼ実行できているが、一部に遅延や目標達成に向けて時間を要する取

組がある。 
目標達成に向けて時間を要する取組とは、例えば、③福島市における中心的役割を担う人財像の明確化に掲げた取組、⑥保育士不足解消の要因である保育士

の早期離職に対するキャリア教育と現役保育士への支援体制の在り方、⑦その他構成機関の連携と協力により、地域の課題と活性化に必要な取組で掲げた取組
みである。 
理由については、下段の「評価に関する備考」で述べる。 

 このように、本プラットフォームにおいては、すべてのプロジェクトチームが、それぞれ掲げた取組みに向けて様々な形で実施してきているが、一部につい
ては、目標の達成に今後も継続した努力が必要な取組みや、取組みを実行している中でのＰＤＣＡサイクルにおいて、目標自体の変更が必要となる取組みも出
てきている。今年度の連携推進会議において、見直しを検討する必要性が出てきている。 

評価に関する備考（考慮すべき事項） 

 
「評価理由」で示した、３つの取組が、目標達成に向けて時間を要する理由として、次のことがあげられる。 
③福島市における中心的役割を担う人財像の明確化で掲げた取組では、プロジェクトチーム内での議論で、取組みの課題を明確化することができたが、担当教
員の負担や実際に産業界との連携等に時間と労力を要している。 

⑥保育士不足解消の要因である保育士の早期離職に対するキャリア教育と現役保育士への支援体制の在り方で掲げた取組みでは、プロジェクトチーム内での検
討の中で、福島市の保育士不足への対応をプロジェクトチーム内で検討する中、当初想定していなかった対応策を講じる必要性が生じてきた。 

⑦その他構成機関の連携と協力により、地域の課題と活性化に必要な取組で掲げた取組では、施設と設備の共同利用については、各大学の規模、専門性の高い
機器（医療機器、高額な機器）の取り扱いに対し、十分な検討が必要との意見により、共同利用の締結には至らなかった。 
しかし、現実には、様々な取り組みの中で、お互いが有する施設を無償で利用する取組が行われてきている。 

 さらに、取組には掲げていないが、プラットフォーム加盟機関同士での、数多くの連携事業が進められている。例えば、福島市の公共施設の利用促進に関す
るワークショップへの学生参加、授業の中での福島市の公共施設利用促進への提言、福島市主催のイベントへの学生参加などがある。 

 
本プラットフォーム長期計画を実行していく中で、ＰＤＣＡサイクルを回した結果として、当初の目標や取組内容の変更等が余儀なくされていることは、本
プラットフォームの事業が推進できている証と考えている。 
 
 

資料 1-② 
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様式４）達成目標・活動指標等（おおむね１０頁以内）※計画策定から１年未満のプラットフォームの場合は「課題」～「活動指標」欄までの記入 

課題 達成目標 課題を解決する取組概要 活動指標 実績 評価・備考 

 
① 福島市内高

等教育機関
における若
者流出によ
る学生数の
減少 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
① 福島市内の高

等教育機関の
入学者数の増
を目指す（前
年 度 比 1 ％
増）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 （取組１） 
・福島市内高等教育機関による合同大学
研究セミナーの開催に向けて取組む。 
 市内大学・短期大学に在籍する学生の出
身地の分布を調査し、基礎データとして学
生募集戦略を考える。 

（取組１の活動指標） 
・合同大学研究セミナーを年１回以
上開催する。本年度は関係機関と
の調整と企画立案を行う。 

 
・市内大学・短期大学に在籍する学生
の出身地調査を実施する。 

・福島市内にある 5大学・短大 
による「合同大学研究セミナー」 
を福島市から会場としてアオウ 
ゼの提供を受け、2019 年 5月 
8 日に開催した。 
 
・市内大学に在籍する学生の出 
身地調査については、プロジェ 
クトチーム会議の結果、国立・公 
立大学と県立高校との取り決め 
で、調査が難しいため、基礎 
データの在り方を在籍者数へ変 
更することを検討中。 

A 
5/8 に開催、参加 
高校生のアンケ 
ートで、大学生 
とのトークが参 
加高校生の評価
が高く、参加大
学においても継
続する価値があ
ることを確認し
た。次年度も継
続実施する。 

 （取組２） 
・全国平均に比べ低い進学率アップのた
め市内小・中学校との連携による大学見学
会等の開催に向けて取組む。 

（取組２の活動指標） 
・市内小・中学生対象の大学見学会を
年１回以上開催する。本年度は関係
機関との調整と企画立案を行う。 

・2018 年 11 月 28 日のプロジェ
クトチーム全体会議で、小学生・
中学生を対象に大学見学会等を
検討するため各大学の実施状況
を把握した。 
・福島県立医科大学 
＝中学校単位で受入、目的を明
確にした中学生対象の大学見
学会を実施している。 

・福島大学 
＝小学生・中学生対象の大学見
学会等を実施している。 

・市内にある私立大学の福島学
院大学・短大部と、桜の聖母短期
大学では取組がない。 
 
・2019 年 9月 30 日に、市内私立
大学が連携して、桜の聖母学院
中学・高校との間で、パイロット
事業として次年度に実施する予
定の市内大学訪問の生徒へのチ
ラシ配布、中学・高校教員に対す
るアクティブラーニングのＦＤ

B 
加 盟 大 学 の う
ち、国立、県立大
学では実施して
いるが、私立大
学においてはま
だ実施していな
い。次年度に向
け、すでに市内
の私立中学・高
校と協議を行い
ながら、次年度
の新規企画を策
定している。 
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支援を協議した。 

 （取組３） 
・共同授業における市内高等教育機関に
おける単位互換に向けて取り組む。 

（取組３の活動指標） 
・市内高等教育機関における単位互
換の授業科目を開設する。 

・2019 年 9月１日付で、「福島市
産官学連携プラットフォーム
加盟大学における単位互換に
関する覚書」を締結した。 

 
・2019 年 9月 26 日に、共同授業
の開設について福島学院大学・
短期大学部と、桜の聖母短期大
学が、データサイエンスに関す
る教養科目の共同開講に向け、
両学長が協議を行い、次年度開
講に向けて取り組むことを合意
した。 
 

B 
覚書を締結した
が、共同授業の
開講までには至
っていない。次
年度に向けてデ
ータサイエンス
に係る共同授業
を企画中で、関
係機関との調整
を 実 施 し て い
る。 

 
 

 
②共同ＩＲとし
てのアンケー
ト企画・実施と
合同ＦＤ・ＳＤ
の年１回以上
開催する。 

 

 （取組 1） 
・保育士のキャリア教育のための市内の
保育士養成機関と自治体、保育関係者によ
る卒業生アンケートの実施と分析に向け
て取組む。 

（取組 1の活動指標） 
・市内保育士養成機関によるアンケ
ートの企画会議の開催と、そこでの
意見を反映したアンケート作成と実
施方法の検討を行う。 

・2018 年 11 月 28 日のプロジ 
ェクトチーム全体会議におい 
て、保育士キャリア形成ＰＴと 
連携し、次年度のアンケート実 
施を確認した。 
・2019 年 5月 21 日のプロジェ 
クトチーム全体会議において、 
福島市こども育成課に福島市内 
の待機児童がない保育所の調査 
を依頼した。 
 

B 
会議、メールで
の議論や、市の
調 査 結 果 に よ
り、当初の取組
と市の保育現場
の実態との違い
が明確になった
ため、取組の見
直しが必要であ
る こ と に 至 っ
た。次年度に向
け新たな取組を
立案中である。 

   （取組２） 
・福島市内の高等教育機関による合同の
ＦＤ・ＳＤの開催に向けて取組む。 
 

（取組２の活動指標） 
・合同ＦＤ・ＳＤ開催に向けて関係機
関との調整と企画立案を行い、合同
ＳＤを 1回開催する。 

・2018 年 9月 25 日、講師：福島
大学高森智嗣准教授による合同
FD・SD を、「教学ＩＲにおける事
務職員への期待と役割」と題し
開催した。 
加盟大学から、教職員 22 名が参
加した。 
・2019 年 9月 26 日、講師：愛媛
大学小林直人教授による合同

A 
既に、２回 FD・
SD 合同研修会を
開催している。
２年連続で継続
研修としてIRを
取り上げ、各大
学の IR 担当者、
及びこれから担
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FD・SD を、「ＩＲｅｒ養成講座」
と題し開催した。加盟大学から、
教職員 28 名が参加した。 
 
 

当する者や教員
にとっても成果
がある研修会で
あった。 

  （取組３） 
・市内高等教育機関による共同ＩＲに取
り組む。 
 

（取組３の活動指標） 
・共同ＩＲを実施する。 

・桜の聖母短期大学と福島学院
大学・短期大学部とが、学生の学
習時間に関する共同ＩＲとし
て、互いの調査項目、集計データ
を基に、2019 年 9月 12 日、9月
19 日の 2 回、共同ＩＲに関する
協議を行い、今後の連携や調査
項目等の整合性など課題を共有
した。 
 

A 
私学３校が合同
で、学習時間に
関するアンケー
トをそれぞれ実
施した。アンケ
ートの内容や結
果について、そ
れぞれの大学に
おいて比較し、
データ分析を行
った。 
 

③福島市にお
ける中心的役
割を担う人財
像の明確化 

② 地方創生の 
中心的役割を担
う人財像の明確
化を図るため産
官学による共同
研究とその成果
を活かした共同
授業のシラバス
を作成し、次年
度 開 講 を 目 指
す。 

 （取組 1） 
・産官学による共同研究により、福島市
における中心的役割を担う人財像の明確
化に向けた共同研究を行う。 
 

（取組 1の活動指標） 
・共同研究に向けた体制づくりと、
研究会を３回以上開催する。次年度
以降は、打合せ回数延べ 10 回以上を
目指す。 

・2018年 11月 28日のプロジェ
クトチーム全体会議において、
チームの編成と同プロジェク
トチームの課題を明確にした。 
・課題：大学・新卒者と、雇用
側のマインドを明確にするた
めの取り組を策定したが、その
後、本プロジェクトには進展が
見られない。 
 

C 
会議におい
て、課題を明
確にできた
が、共同研究
までには至っ
ていない。さ
らに、今後、
会議の内容を
踏まえ企画の
見直しに取り
組んでいく。 

   （取組２） 
・共同研究による明確にされた福島市に
おける中心的役割を担う人財像の育成に
必要な共同授業の企画・開設に向けて取
組む。 

（取組２の活動指標） 
・共同研究で明確にされた人財像を
基に、求められる人財育成のための
共同授業を構築しシラバスを作成す
る。 

・2018年 11月 28日のプロジェ
クトチーム全体会議において、
以下の課題を明確にできた。 
・課題：福島市の中心的役割を
担う人財像を明確化するため
の具体的な取組を策定したが、
進展が見られない。 
 

C 
会議において
課題を明確化
できたが、人
財像を明確化
するまでの取
組までには至
っていない。
さらに、今
後、会議の内
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容を踏まえ企
画の見直しに
取り組む。 
 
 
 
 

④福島市内の
中小企業にお
ける大卒者採
用という雇用
ニーズの創出 

④若者定着と経
営者の雇用マイ
ンド変革とキャ
リアアップに関
する共同研究と
講座開設を目指
す。 

 （取組 1） 
・中小企業における大卒者採用に対する
雇用マインド変革に関する共同研究と経
営者を対象とした講座の開発に取組む。 
 
 

（取組 1の活動指標） 
・産官学連携による、中小企業経営
者の雇用マインド変革に関する共同
研究の体制整備と研究会を３回以上
開催する。 

・2018年 11月 28日のプロジェ
クトチーム全体会議において、
以下の課題を明確にできた。 
雇用者側、大卒者・高卒者のマ
インドの調査項目（案）を設定
したが、具体的な進展が見られ
ない。 
 

D 
調査項目の 
案の策定まで
はできたが、
調査までの具
体的な動きま
でに至ってい
ない。今後の
企画の見直し
に取り組む。 

   （取組２） 
・共同研究の成果を活かした、中小企業
経営者対象の「雇用マインド変革講座（仮
称）」の企画を立案し、次年度開催に向け
て取組む。 

（取組２の活動指標） 
・産官学連携による共同研究の成果
を基に、中小企業経営者対象の講座
を企画立案し、次年度に開講する。 

・2018年 11月 28日のプロジェ
クトチーム全体会議において、
取組１の実績を基に、講座の開
発を行う計画案を策定したが、
具体的な進展は見られない。 
 

C 
会議におい
て、講座開発
の計画案が策
定されたが、
具体的な進展
がないため、
人生 100 年時
代プロジェク
トとの共同取
組みとして今
後、新たに企
画を検討す
る。 

   （取組３） 
・産官学連携による働く労働者を対象と
したキャリアアッププログラムの共同研
究と講座開発に取組む。 

（取組３の活動指標） 
・産官学連携による共同研究及び調
査方法の企画を立案し、次年度以降
に講座を開講する。受講者は 20 人以
上を目指す。 

・2018年 11月 28日のプロジェ
クトチーム全体会議において、
現在、労働者を対象としたキャ
リアアッププログラムに必要
とされる労働者のニーズを把
握し、未来志向のコンテンツ開
発を目指すことを確認した。 
・2019 年 4月１日に、働く人を
対象とした講座開発を「人生

B 
ニーズの把
握・コンテン
ツ開発を確認
したが、実施
については人
生 100 時代プ
ロジェクトチ
ームと共同の
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100 年プロジェクトチーム」と
連携することを確認したが、そ
の後、具体的な進展が見られな
い。 
 

取組とした。
ワークショッ
プを開催し、
年齢にこだわ
らない具体的
なプログラム
策定の作業に
入っている。 
 

   （取組４） 
・産官学連携による市内企業等の合同説
明会・就職セミナー開催に取組む。 
 
 
 

（取組４の活動指標） 
・市内企業等の合同説明会・就職セ
ミナー開催を企画し、年１回以上実
施する。参加企業 50 社、参加学生
200 人を目指す。 

・2018年 11月 28日のプロジェ
クトチーム全体会議において、
次年度に福島学院大学福島駅
前キャンパスで実施する合同
企業説明会開催の企画を策定
した。 
 
・2019 年 5 月 18 日に、福島学
院大学福島駅前キャンパスで
合同企業説明会を開催した。参
加学生数は 100 名以上が参加、
企業数は 28 社が参加した。 
 
・2019 年 10 月 26 日に、桜の聖
母短期大学を会場に、福島市内
の企業の魅力を知ってもらう
ためのセミナー「福島の企業の
魅力とは？」の開催を、2019 年
6 月 24 日の第１回連携推進会
議において決定した。 
 

A 
11/28 に実施し
た。目標を超
える企業、大
学生の参加が
あった。参加
者アンケート
の評価も高
く、福福市内
の企業を知る
ことが出来た
など、学生の
市内企業への
就職に向けた
働きかけがで
きた。 
 

⑤人生 100 年
時代の高齢者
の学び直しの
ニーズへの対
応と活躍の場
の確保 

⑤高齢者がいき
いきと活躍する
ための講座を企
画・開催し、活躍
の 場 を 創 出 す
る。 

 （取組 1） 
・産官学連携による地域密着型「サード
プレイスづくりプログラム」の講座開発
に取組む。 
 
 

（取組 1の活動指標） 
・「ＦＵＫＵＳＨＩＭＡｉｎｇ」な高
齢者を育成する講座の企画・開発の
ための会議を開催し、次年度以降に
講座を開講する。受講者は 20 人以上 
を目指す。 
 

・2018 年 9 月 27 日のプロジェ
クト会議において、2018 アクシ
ョンプランを策定した。 
・2019 年 3月 10 日に、「生涯学
習の集い」を開催し、地域の社
会人の学びのニーズ把握を行
った。社会人（産業界 7名、学
生 12 名含む）84 名が参加した。 
・2018 年 9 月 27 日のプロジェ
クト会議において、「ＦＵＫＵ
ＳＨＩＭＡｉｎｇ」定義模索の

A 
3/10 に「生涯
学習の集い」
を開催、年代
を超えた参加
者を得た。こ
れからは、人
材育成プロジ
ェクトと共に
目指すべき人
物の定義に向
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ワークショップを、2020 年 2月
～3 月に開催する計画を確認し
た。さらに、生涯学習のつどい
Ⅱの実施計画を確認した。 
 

けたプログラ
ムの企画の実
施に向けた取
り組みが始ま
っている。 

   （取組２） 
・産官学連携による地域密着型の高齢者
が交流する場、「サードプレイス」として
の「ＯＭＯＳＨＩＲＯ工房（仮称）」の設
置に取組む。 

（取組２の活動指標） 
・産官学連携による高齢者が活躍す
る場「ＯＭＯＳＨＩＲＯ工房（仮称）」
の設置に向けた調査と企画案を策定
する。年間利用者 50 人以上を目指
す。 
 

・2018 年 9 月 27 日のプロジェ
クト会議において、2018 アクシ
ョンプランを策定した。 
・2019 年 5 月 21 日のプロジェ
クトチーム全体会議において、 
「生涯学習のつどい」を高齢者
が活躍する場、「ＯＭＯＳＨＩ
ＲＯ工房（仮称）」として位置づ
けしていくことを確認した。 
 

A 
5/21 の会議に
おいて、高齢者
の活躍する場
を「生涯学習の
集い」とするこ
とができた。 

⑥保育士不足
解消の要因で
ある保育士の
早期離職に対
するキャリア
教育と現役保
育士への支援
体制の在り方 
 

⑥保育士の離職
率の高さと保育
士支援プログラ
ムに関する産官
学連携による共
同研究の成果を
活かし、保育士
の安定確保によ
る待機児童ゼロ
を目指す。 

 （取組 1） 
・福島市・市内保育園と市内保育士養成
校との連携による保育士キャリア教育の
共同研究に取組む。 
 
 
 

（取組 1の活動指標） 
・産官学連携による保育士キャリア
教育の共同研究の体制を整備し、研
究会を開催する。研究成果を基に、
市内保育士養成校で保育士キャリア
教育を実践し、市内保育園への就職
率アップと離職率の低減を目指す。 
 

・2018 年 9 月 27 日のプロジェ
クト会議において、課題を明ら
かにし、次年度の以下の事業計
画を策定した。 
・関連実態調査 4 月 
・保育ママ起業説明会の実施 
 実施日検討中 
・保育士キャリア教育の実施 
 10 月 
 
・2019 年 5月 21 日のプロジェ 
クトチーム全体会議で、福島市 
の待機児童問題の解決策とし 
て、保育士の早期離職の問題を 
取り上げ検討してきたが、福島 
市の現状分析の結果、喫緊の課 
題は、保育ママ制度の普及につ 
いて取り組むことが、現実に即 
した取り組みであることを確 
認した。 
さらに、保育士キャリア教育に 
ついては、定年間もない保育士 
の再組織化を行い、現場復帰等 
も兼ねたトレーニングセンタ 
ー機能を備えた保育サークル 
等を、「生涯保育士」育成の場と 

B 
プロジェクト
チームの会議
やメール会議
において、福島
市が実態調査
を行った結果、
保育現場の実
態を把握する
ことができた。
その結果、当初
の取組が実情
に合わないこ
とが分かった。
よって、次年度
に向け、新たな
取組案の策定
に入っている。 
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して検討していくことを確認 
した。 
 

   （取組２） 
・産官学連携による保育士支援プログラ
ムの共同研究に取組む。 

（取組２の活動指標） 
・産官学連携による保育士支援プロ
グラムの共同研究の成果を基に、市
内の現役保育士の離職率を低減させ
ることで、保育士を安定的に確保し、
福島市との連携で待機児童ゼロを目
指す。支援した現役保育士 112 人以
上を目指す。 

・2018 年 9 月 27 日のプロジェ
クト会議において、課題を明ら
かにし、次年度の以下の事業計
画を策定した。 
・保育士支援プログラム 
 燃え尽き（アウトバーン）症
候群、困難性を伴う保護者対
応、職場の対人関係への対応と
して、ス―パービジョン体制の
構築、保育士の仕事量軽減への
取組検討。 
・2019 年 5 月 21 日のプロジェ
クトチーム全体会議において、
保育士支援プログラムについ
て、現任保育士向けのプログラ
ムに保育スーパービジョンを
取り入れた、①バーンアウト対
策、②保護者対応、③職場の人
間関係の視点からの支援プロ
グラムを検討する。 
 

B 
プロジェクト
チームの会議
やメール会議
において、福島
市の調査によ
り、保育現場の
実態を把握す
ることができ、
当初の事業が
実情に合わな
いことが分か
った。よって、
次年度に向け、
新たな計画案
の策定に入っ
た。 

⑦その他、構成
機関の連携と
協力により、地
域の課題と活
性化に必要な
取組み 
 

⑦連携機関が所
有する施設・設
備等の共同利用
の 促 進 を 目 指
す。 

 （取組１） 
・福島市産官学連携プラットフォーム協
定を締結している大学が所有する施設・
設備を、複数の大学が教育・研究を目的
として共同で利用できるように取組む。 

（取組 1の活動指標） 
・プラットフォーム締結大学が所有
する施設・設備を、各大学が教育・
研究を目的として共同利用できるよ
う、共同利用に関する覚書等を締結
する。 

・2018年度の推進会議での相談
事項として検討したが、各大学
の規模、専門機器等の扱いなど
の課題が多くあり、覚書の締結
は今後の検討と判断された。 
本取組については、今年度の連
携推進会議で検討する。 
 

B 
推進会議にお
いて、各大学に
覚書の提案を
行ったが、各大
学の施設等の
規模・状況が違
い。締結までに
は至らなかっ
た。しかし、す
でに各機関で
の施設の無償
提供等が行わ
れている。 
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   （取組２） 
・プラットフォーム協定に締結している
各機関が所有する施設・設備を連携する
各機関が共同で利用できるよう取組む。 

（取組２の活動指標） 
・連携協定を締結している各機関が
所有する施設・設備の共同利用に関
する覚書等を締結する。 

・覚書の締結には至らなかった
が、以下の取組が行われた。 
・2019年 5月 8日開催の合同大
学研究セミナーでは、福島市の
施設の無償提供、同年5月 18日
開催の合同企業説明会では、福
島学院大学の駅前キャンパス
の無償提供、同年 10 月 26 日開
催予定の「福島の企業の魅力と
は」説明会に桜の聖母短期大学
の学生ホールの無償提供と、加
盟機関間での施設・設備の共同
利用が行われている。 
 

B 
推進会議にお
いて、覚書の提
案を行ったが、
各機関におけ
る状況の違い
があり、締結ま
でには至らな
かった。しか
し、すでに各機
関での無償提
供等が行われ
ている。 


